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学生数

学科等 入学定員

90

65

95

250

20

270

幼児教育学科

美術学科

ビジネス実務学科

小計

留学生別科

合計

収容定員

180

130

190

500

20

520

学生数

122

121

181

424

0

424

留学生数
（内数）

0

0

8

8

0

8

学年別学生数

58

60

95

213

0

213

1年次 2年次

64

61

86

211

-

211

男/女
（％）

7/93

16/84

7/93

10/90

-

10/90

2026（令和8）年5月1日現在

令和7年度卒業生の進路
卒業者数累計（令和7年度を含む。）16,812人

Society5.0時代を生き抜くためのデジタル基礎知識を学ぶ「データサイエンス」を全学科１年次必修科目
として開講し、文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム＜リテラシーレベル＞」プログラム
認定を受けました。

本学美術学科教員が、中国・杭州で開催された国際学会「APIEMS 2025（Asia Pacific Industrial 
Engineering and Management Systems Conference）」において、最優秀論文賞（Best Paper Award）を
受賞しました。

ハロウィーンの時期に合わせ、自己表現を楽しみ学生・教職員の交流を活性化させる目的で、平日「仮装
DAY」を開催し、学内「仮装コンテスト」を実施しました。

Topics

その他
15人

デザイン・
制作の専門職
11人

一般企業での
一般職28人

進学
5人

進学5人

美術学科
59人

幼児教育
学科
78人

福祉施設6人

企業2人
進学3人 その他3人

私立こども園・保育所
56人

公立保育所・
こども園8人

ビジネス
実務学科
105人

一般事務
42人

医療事務
16人

接客・サービス
12人

製造ほか
10人

販売・営業
15人

2026（令和8）年5月1日現在

その他5人

生徒の可能性を引き出すとともに個性を伸ばす教育を展開し、次の時代を切
り拓く人材の育成に努めています。生徒一人ひとりの進路希望に合わせて3つの
コースから選択することができ、先生方は生徒の可能性を信じ、就職から進学ま
で、それぞれの進路実現に向けてきめ細かくサポートしています。
部活動は運動部から文化部まで幅広く、全国大会出場を目指すものから全国

上位で活躍するものまで、多種多様な部活動が活発に活動しています。令和6年
度には新しい学生寮（遊生寮）が完成し、現在は県外からの生徒も含め、様々な目
標を持った生徒たちが共に学校生活を送っています。校内は明るく活気にあふ
れ、体育祭や学園祭などの学校行事も、生徒が主体となって大いに盛り上げてい
ます。
また、姉妹校提携を結んでいるフランス・ナンシー市の高校との交流を通じ、

国際化教育を推進しています。さらに、生徒一人一台のタブレット端末を導入
し、ICT教育の充実にも力を注いでいます。

遊学館高等学校

教育目標
文武に励み、自らの品格を高めるとともに他者の人格を重んずる心を養い、遊学の精神を持って
未来を切り拓く人間の育成をめざす。

校長 嶋田　司

沿革

1904（明治37）年 金沢市に金城遊学館を創設
1905（明治38）年 金城女学校として認可される。
1909（明治41）年 現在地に校舎を建設し移転する。
1924（大正13）年 修業年限５か年の金城高等女学校となる。
1951（昭和26）年 学校法人金城高等学校に名称変更（組織変更）
1996（平成８）年 金城高等学校を男女共学とし、遊学館高等学校に名称変更
2008（平成20）年 普通科開設のコースを、特別進学、一般進学及び金城大学の３コースに変更
2016（平成28）年 フランス（ナンシー）ノートルダム・サン＝シジスベール校と姉妹校の提携
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□特別進学コース
国公立大学や難関私立大学への現役合格をめざすコースです。1年次から7限授業を実施し受験
教科の内容を深めるとともに、少人数習熟度別授業、放課後学習等、志望に応じた大学入試科目を中
心に授業を展開しています。

□一般進学コース
１年次には英語の習熟度別クラスを編成、２年次からは文系（選抜クラスを１クラス編成）、理系に分
かれ、個性を生かした生徒一人ひとりの多様な進路（大学・短大・専門学校・就職）に対応するコースで
す。講義形式だけではなく、アクティブ・ラーニング型の授業を積極的に取り入れています。

□金城大学コース
併設校の金城大学及び金城大学短期大学部への進学をめざすコースです。大学・短期大学との交流
行事や専門基礎科目の授業などを先取りし、進学意識の醸成や早期教育を高大連携の観点から系統
的に行っています。

部活動
運動部
卓球部（男）
卓球部（女）
バレーボール部（男）
バレーボール部（女）
バスケットボール部（男）
バスケットボール部（女）
テニス部
バドミントン部

■
■
■
■
■
■
■
■

バトントワリング部
サッカー部
駅伝競走部（男）
駅伝競走部（女）
硬式野球部
剣道部
ストリートダンス部
応援部

■
■
■
■
■
■
■
■

文化部
吹奏楽部
合唱部
茶道部
クッキング部
英語部
理科部
文芸部

■
■
■
■
■
■
■

美術部
インターアクト部
eスポーツ部
軽音楽部
遊学部
観光ガイド部
囲碁・将棋同好会

■
■
■
■
■
■
■

生徒数

課程 入学定員

440全日制課程 普通科

収容定員

1,320

生徒数

1,075

学年別生徒数

322
２年生

388
１年生 ３年生

365

男/女
（％）

52/48

2026（令和8）年5月1日現在

令和7年度卒業生の進路

57 （52） 53213 （65）
323

進学

17

短期大学

38

大学 専門学校
各種学校

就職 その他 計

378

2026（令和8）年5月1日現在

(　)は金城大学及び短期大学部への進学者の内数 卒業者数累計（令和7年度を含む。）29,242人

国公立大学合格者16名
金沢大学、富山大学、大阪教育大学、上越教育大学などの国公立大学に、16名（既卒生1名を含む）が合格し
ました。内訳は、特進クラスから13名、Sクラス（理系）から2名、金城大学コース（医療看護）から1名となって
おり、それぞれの目標に合わせた進路を実現しています。

卓球部（男子・女子）
全国高校総体（山口インターハイ）の学校対抗において、男女揃って第3位に入賞しました。また、全国選抜

大会（滋賀大会）でも男女ともに第3位に輝き、強豪校として全国にその名を轟かせました。

観光ガイド部
石川県より「いしかわ高校観光特使」を委嘱されました。部員たちは揃いの法被（はっぴ）を身にまとい、県
内を訪れる修学旅行生に向けて観光ガイド活動を行っています。

親善招待試合の開催
金城学園創立120周年記念事業として、その年に全国選抜大会で優勝した横浜高校硬式野球部を招き、6月14

日(土)に石川県立球場にて親善招待試合を開催しました。

Topics
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本園は、金城大学及び金城大学短期大学部との連携を密にし、大学教員ス
タッフや学生と連携しながら様々な活動を実施したり、大学行事への参加も
積極的に行ったりしています。「あそびの中に学びがある」をモットーに「幼児
期にしかできない」「幼児期だからこそ思いきりさせてあげたい」あそび・経験
を大切にし、その中で学び、成長する一人ひとりの姿を大切にしています。

金城大学附属西南幼稚園

40 120 22 3 12 45/55

入園定員 収容定員 園児数
年齢別園児数

３歳児 ５歳児

7

４歳児
男/女
（％）

園児数

園長  太田淳子

2026（令和8）年5月1日現在

1976（昭和51）年 　石川県松任市（現在白山市）が松任市立西南幼稚園を創設

1979（昭和54）年 　金城学園が管理運営業務を受託

2008（平成20）年 　白山市から移管を受け、金城大学附属西南幼稚園として開園

2012（平成24）年 　石川県幼稚園教育理解推進事業公開保育研究協議会を実施

沿革

一人ひとりの個性を伸ばしながら、
人間形成の基礎を養い、
自主的にあそべる子どもを目指す。

教育目標

卒園児数累計（令和7年度を含む。）1,269人

Yugakkan  H igh  Schoo l Se inan  K indergar ten  a t tached  to  K in jo  Un ive r s i ty

全国大会での主な活躍　2025（令和7）年度～ 2026（令和8）年5月
卓球部（男子）

卓球部（女子）

サッカー部

駅伝競走部（男子）

バトントワリング部

ストリートダンス部

吹奏楽

eスポーツ部

ボクシング競技

自転車競技

全国高校総合体育大会　学校対抗　第３位
国民スポーツ大会　　　都道府県対抗　第３位
全国高校選抜大会　　　学校対抗　第３位

全国高校総合体育大会　学校対抗　第３位
　　　　　　　　　　　ダブルス　第５位　同順位で２組
国民スポーツ大会　　　都道府県対抗　第５位
全国高校選抜大会　　　学校対抗　第３位

JFA　第12回全日本 U18フットサル選手権大会　北信越大会　優勝
JFA　第12回全日本 U18フットサル選手権大会　全国大会出場

全国高等学校駅伝競走大会　５５位（２時間１１分００秒）

JAPANCUP2025　バトントワリング高校部門　第２位
第53回バトントワーリング全国大会　高等学校の部バトン編成　金賞
第51回全日本バトントワーリング選手権大会
　　　　　　　　　　　　U-18ソロストラップ　第８位
　　　　　　　　　　　　U-18ダンストワール　第５位、第６位

全国高等学校ダンスドリル選手権大会2025甲信越大会
 HIPHOP男女混成Medium編成部門　第２位
全国高等学校ダンスドリル選手権大会（全国大会）　出場
ダンスドリル秋季競技甲信越大会
 男女混成Medium編成部門　第２位
DanceDrillWinterCup2026出場権獲得（全国大会）　出場

第53回マーチングバンド全国大会　銀賞

STAGE:0 eSPORTS High-School Championship 2025　全国ベスト８

全国高校総合体育大会　女子ライトフライ級　出場
全国高校選抜大会　　　女子ライトフライ級　第３位

全国高校総合体育大会　女子スプリント 第３位
国民スポーツ大会　　　女子チームスプリント 第８位
　　　　　　　　　　　女子1kmタイムトライアル　第６位
全国高校選抜大会　　　女子スプリント 第５位

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ 令和６年度から「混合クラスの中で、異年齢の子どもたちが年齢の枠を超えて学び合い、成長していく。」を園
の重点目標と定めてから２年目を迎え、少しずつ混合保育が定着してきました。異年齢児の関わりがより深ま
り、お互いを思いやる気持ちが育まれ、改めて混合保育の良さを感じました。

Topics

コロナ禍で中断していた近隣中学校の職場体験が復活し、中学生５名が３日間に渡り幼稚園教諭の仕事を
体験されました。園児たちもすぐに慣れ、楽しい時間を過ごしていました。保育の担い手が減少している中で、
少しでもこの職に魅力を感じてもらえる機会になればと思いました。

大学、短大の専門分野の教員が講師となる「わくわくタイム」では、アート、音楽、英語、体育等の各分野の活
動を通して、思考力や想像力、豊かな感性を育み、子どもたちの良い刺激となる活動を全園児一緒に楽しんで
います。12月の発表会では、短大の英語担当講師と全園児による歌あそびやリズムあそびを披露し、２月の保
育参観では、短大の音楽担当講師と幼児教育学科の学生達と全園児で、手あそびやリズムあそびを楽しむ様子
を見ていただきました。


